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(57)【要約】
【課題】転写テープをスムーズに捻転させ、走行させる
ことができる横引きタイプの塗膜転写具を提供すること
。
【解決手段】ケース内に繰出しコアと巻取りコアが回転
可能に収納され、ケース端部から押圧転写部を具えた転
写ヘッドが突出し、転写テープが繰出しコアから繰出さ
れ転写ヘッドの手前で捻転され、押圧転写部において被
転写面に転写される塗膜と残りの基材テープとに分かれ
、基材テープが巻取りコアに巻取られるようになってい
る横引きタイプの塗膜転写具において、繰出しコアから
押圧転写部の間に、塗膜が形成されていない基材テープ
側に当接して転写テープＴをケース表裏面と平行に保持
するためのガイドリブＧＲが設けられている塗膜転写具
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース内に繰出しコアと巻取りコアが回転可能に収納され、前記ケース端部から押圧転
写部を具えた転写ヘッドが突出し、転写テープが前記繰出しコアから繰出され前記転写ヘ
ッドの手前で捻転され、前記押圧転写部において被転写面に転写される塗膜と残りの基材
テープとに分かれ、前記基材テープが前記巻取りコアに巻取られるようになっている横引
きタイプ塗膜転写具において、
　前記繰出しコアから前記押圧転写部の間に、前記塗膜が形成されていない基材テープ側
に当接して前記転写テープを前記ケース表裏面と平行に保持するためのガイドリブが設け
られていることを特徴とする、
　横引きタイプ塗膜転写具。
【請求項２】
　前記ガイドリブが前記転写ヘッドに設けられている、請求項１の横引きタイプ塗膜転写
具。
【請求項３】
　前記ガイドリブが前記ケース内面に設けられている、請求項１の横引きタイプ塗膜転写
具。
【請求項４】
　前記転写ヘッドが回転ヘッドである、請求項１から３のいずれかの横引きタイプ塗膜転
写具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文字修正用塗膜、接着用粘着膜、装飾用塗膜等を被転写面に押圧転写するた
めの塗膜転写具の技術分野に属し、特に、転写ヘッドにおいて転写テープがケースの表裏
両面に対しほぼ平行に案内される横引きタイプの塗膜転写具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の横引きタイプの塗膜転写具には、特許文献１のようなものがある。
　図４は、特許文献１の横引きタイプの塗膜転写具１０Ａのカバーを一部破断した状態の
上面図である。
　塗膜転写具１０Ａは、ケース１１１内に転写テープＴが巻回された繰出しリール１４１
と塗膜転写後の基材テープＴ’を巻取る巻取りリール１４２とが、それぞれ繰出しコア１
１２と巻取りコア１１３とを伴い回転可能に軸支されてケース内に収納されるとともに、
前記繰出しコア及び巻取りコアが連動して回転するための連動機構１４３、１５８を具え
る。そして、ケース１１１端部から尖頭形の転写ヘッド１１８が突出し、繰出しコア１１
２から転写テープＴの一端が繰出されて、転写ヘッド１１８の手前でガイドピンＧＰに当
接して９０°捻転され、転写ヘッド１１８の押圧転写部１３２ａを経由して転写ヘッド１
１８の後方で、再度、前記ガイドピンＧＰとは別のガイドピンＧＰ’に当接して前記捻転
が元に戻され、又はさらに９０°捻転され、巻取りコア１１３に巻取られる構成となって
いる。
【０００３】
　この横引きタイプの塗膜転写具１０Ａによれば、使用者は、塗膜転写具１０Ａの両面を
手で把持し、肘を張ることなく机上に押付けた状態で水平方向に動かすことにより転写を
行えるため、圧倒的に横書きが多くなった現代において、誤字の修正作業等を、より楽に
することができる利点がある。
【０００４】
　また、他の従来技術として、特許文献２のような横引きタイプの塗膜転写具がある。図
５は、特許文献２の塗膜転写具１０Ｂを示す図であり、（ａ）は転写ヘッド部のテープの
状態を示すためにケースの一部を破断した図、（ｂ）乃至（ｄ）は、転写ヘッド部に設け
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られた、様々なタイプのテープ保持手段を例示する。　
【０００５】
　塗膜転写具１０Ｂは、繰出しスプール及び巻取りスプールを収容するケース１０１を有
し、周知の連動機構で連動する前記繰出しスプール及び巻取りスプールとの間に、転写テ
ープＴが巻回されている。押圧転写部１０６を画定する転写ヘッド１０５が細長いケース
１０１の前端部から突出し、また、転写ヘッド１０５は、転写テープの向きを変えるため
の案内手段を含み、前記押圧転写部１０６は、転写テープが転写ヘッド１０５に向って移
動する送り方向に対し傾斜し、塗膜転写具１０Ｂは、被転写面に対し、４５°から７５°
、好ましくは、約６０°の角度で保持された状態での転写が可能である。
【０００６】
　塗膜転写具１０Ｂには、さらに、転写テープＴが前記押圧転写部１０６と好適な協動を
するように保持するためのテープ保持手段１０７を、押圧転写部１０６に近接して転写ヘ
ッド１０５の一側又は両側に設けることができる。図５（ｂ）は、転写ヘッド１０５の転
写テープの幅方向両端の、一対のガイド部の間にピンを設けて、転写テープＴのケース表
裏面方向の動きを規制したものである。また、図５（ｃ）は、転写ヘッド１０５の幅方向
両端から、反対端部へ向けてＬ字状に延びるタイプの保持手段を示す。さらに図５（ｄ）
は、転写ヘッドの押圧転写部１０６近辺をスリーブで囲んだタイプの保持手段を示す。
【０００７】
　特許文献２の塗膜転写具によれば、使用者が、通常、筆記具を保持するのと同じやり方
で塗膜転写具を保持することができるので、転写ヘッドとケースによって、転写の際に、
これから転写しようとする部分が隠されてしまうことを防止できる利点がある。
【特許文献１】実用新案登録第２５４４０３０号公報
【特許文献２】特許登録第３４３１６７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、特許文献１の塗膜転写具１０Ａにおいて、繰出しリール１４１から繰出された
転写テープＴがガイドピンＧＰに当接することで９０°捻転される場合、転写テープＴの
幅方向両端の周長差による転写テープＴの捻転不足により、転写ヘッド１１８での、転写
テープＴの幅方向の、一対のガイド部内面と接触するテープ幅方向端面位置がそれぞれ異
なることになる。すなわち、図２（ｂ）に示すように、転写ヘッド部でのテープ走行位置
が斜めとなってしまう。
　そのため、テープの幅方向両端部で、ガイド部によるテープ規制の効果が変わってしま
い、転写テープＴが一方向に外れ易くなるという問題がある。
【０００９】
　具体的には、例えば、図２（ｂ）のＡ方向に転写ヘッドを移動させた場合は、寸法Ｉが
大きいため、ガイド部での転写テープ規制が十分であり、転写テープＴは転写ヘッドから
外れにくいが、Ｂ方向に移動させた場合は、逆に、寸法Ｈが小さいためガイド部でのテー
プ規制が不十分で、転写テープＴが転写ヘッドから外れ易い。
【００１０】
　特許文献２に開示された様々な種類のテープ保持手段は、上記の問題点に立脚したもの
である。しかしながら、図５（ｂ）及び（ｄ）の保持手段を用いた場合、保持手段である
ピン及びスリーブには切欠きが存在しないため、塗膜転写具を組立てる際に、繰出しスプ
ールと巻取りスプール間に巻回された転写テープＴを、転写ヘッドの上記保持手段内に通
すためには、繰出しスプールから繰出されたテープを一旦切断して、上記保持手段内を通
し、巻取りスプール側のテープと接続させるか、又は、直接、巻取りスプールに接着する
必要がある。これらの作業は効率が悪く、また、コストアップになる。
【００１１】
　また、図５（ｃ）の保持手段を用いた場合、切欠きがあるので上記の問題は改善される
ものの、保持手段内を通すために切欠きに転写テープＴを押込む際、塗膜に傷が付いたり
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、剥離したりする恐れがある。
　さらに、いずれの保持手段を用いても、転写テープＴの捻転が完全にされない場合は、
テープが幅方向に傾斜しているため、テープ位置が高いほうの端面がテープ保持手段内面
に接触して、塗膜に傷を付けてしまう。
【００１２】
　本発明は、上記の点に鑑み、一方向に転写テープが外れてしまうことを、塗膜を傷付け
ることなく効率的に防止でき、また、転写テープをスムーズに捻転・走行させることがで
きる、横引きタイプの塗膜転写具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、ケース内に繰出しコアと巻取りコアが回転可能に収納され、前記ケース端部
から押圧転写部を具えた転写ヘッドが突出し、転写テープが前記繰出しコアから繰出され
前記転写ヘッドの手前で捻転され、前記押圧転写部において被転写面に転写される塗膜と
残りの基材テープとに分かれ、前記基材テープが前記巻取りコアに巻取られるようになっ
ている横引きタイプ塗膜転写具において、前記繰出しコアから前記押圧転写部の間に、前
記塗膜が形成されていない基材テープ側に当接して前記転写テープを前記ケース表裏面と
平行に保持するためのガイドリブが設けられていることを特徴とする塗膜転写具によって
、前記課題を解決した。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の塗膜転写具によれば、繰出しコアと押圧転写部との間に設けたガイドリブに転
写テープを一旦接触させ、転写ヘッド部での転写テープの幅方向の傾きをなくすことによ
り、転写ヘッドが左右に移動しても、転写テープが転写ヘッドから外れにくくなる効果が
ある。また、従来技術のように面倒な作業をしなくても、転写テープが転写ヘッドから外
れにくくなるという上記の効果が得られる利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明のガイドリブが転写ヘッド部に設けられた第１実施形態を示す、転写ヘ
ッド部の部分斜視図、図２（ａ）は、図１のＸ点から見た、ガイド部とテープの走行位置
との関係を示す図である。なお、既述の図２（ｂ）は、図２（ａ）との比較図である。
　本発明の塗膜転写具（全体の図示は省略する。）も、ケース（図示せず。）内に繰出し
コア（図示せず。）、巻取りコア（図示せず。）が回転可能に収納され、ケース端部から
押圧転写部５２を具えた転写ヘッド５０が突出し、転写テープＴが、転写ヘッド５０を経
由して、繰出しコア及び巻取りコアのそれぞれに巻回されている。繰出しコア及び巻取り
コアは、連動して、転写テープＴの繰出し、巻取りを行う。また、捻転補助機構（ガイド
ピン）が設けられているが図示は省略する。前記両コアの回転可能な収納方式、及び、連
動機構は周知のいずれの構造を使用してもよい。
　また、前記転写ヘッド５０は、回動可能に軸支されていることが好ましい。
【００１６】
　図１にあるように、転写ヘッド５０の繰出しテープ側、すなわち、押圧転写前の転写テ
ープ側には、周知の転写テープ幅方向両端に設けられた一対のガイド部に加え、ケース表
裏面と平行なガイド面Ｓ１を有するガイドリブＧＲが、転写テープの塗膜が塗布されてい
ない基材テープ側に当接するように設けられている。なお、図中上方が、実際の転写にお
いては下方、すなわち、被転写面に対面する側であることに留意されたい。
【００１７】
　転写方法も周知であるが、簡潔に説明する。
　転写テープＴは、繰出しコアから繰出され、転写ヘッド５０の手前にある第１のガイド
ピン（図示せず。）により、向きがほぼ９０°捻転される。この段階では、図２（ｂ）に
示すように、依然として、転写テープ幅方向の傾斜は存在する。そこで、次に、転写テー
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プＴの塗膜が塗布されていない基材テープ側を、本発明によるケース表裏面と平行なガイ
ド面Ｓ１を有するガイドリブＧＲに当接させることにより、転写テープＴの引張力も伴っ
て、転写テープ幅方向の位置が調整され、図２（ａ）に示すように、前記傾斜がなくなる
。
【００１８】
　ケース表裏面に平行な状態になった転写テープＴは、平行な状態を維持したまま押圧転
写部５２に送られ、被転写面に転写される塗膜と残りの基材テープとに分かれる。基材テ
ープは、第２のガイドピン（図示せず。）により元に戻され、又は、さらにほぼ９０°捻
転されて、若しくは、ガイドピンにより捻転されずにそのまま、巻取りコアに巻取られる
。
【００１９】
　なお、転写テープＴの捻転は９０°に限るものではなく、４５～８０°捻転されること
もある。
　また、第２のガイドピンにより捻転されない場合の構造は、例えば、特開２００５－３
１９６１０号公報に開示されているが、当該公報に開示された構造に限らず、周知のいず
れの構造も採用可能である。
【００２０】
　上記構成によれば、ガイドリブＧＲと接触するのは、転写テープＴの塗膜が塗布された
側ではないため、前記特許文献２の保持手段を用いた場合のように、塗膜の傷や剥離が生
じることはない。また、転写テープＴの塗膜が塗布されていない基材側には、通常、テー
プの走行性向上のためにシリコン等を用いて離型処理が施されているため、ガイドリブＧ
Ｒとの接触による摩擦抵抗も少なく、従来の転写具を用いる場合と同程度の力で使用する
ことが可能である。
【００２１】
　ガイドリブＧＲに使用する素材は特に指定しないが、テープをスムーズに走行させられ
るように滑り性の良いものや、テープ走行に伴う静電気発生を抑制するために、帯電防止
材等で形成することが考えられる。
【００２２】
　次に、図３は、本発明のガイドリブがケース内面に設けられた第２実施形態を示す、ケ
ースを省略した状態の概略斜視図である。図１同様、図中上方が、実際の転写における下
方、すなわち、被転写面に対面する側である。
　以下に、第２実施形態の構成及び作用・効果について、主として、第１実施形態との相
違を説明する。
【００２３】
　図３に示すように、第２実施形態のガイドリブは、リブ支柱ＧＲ－ｂと、この柱と一体
的に形成されたリブ延長部ＧＲ－ａからなる。リブ支柱ＧＲ－ｂは、ケース内面に固定さ
れており、リブ延長部ＧＲ－ａは、ケース表裏面と平行に、且つ、ケース表裏面のどちら
とも接触せず、転写テープＴと、転写が終わった後の基材テープＴ’の間に挟まれるよう
に、前記リブ支柱ＧＲ－ｂから延びている。　
【００２４】
　繰出しコアから繰出された転写テープＴは、第１のガイドピンＧＰに沿った後、ほぼ９
０°捻転される。この時点では、捻転が完全に行われず、転写テープＴは幅方向に傾斜し
ているが、転写テープＴの塗膜が塗布されていない基材側を、前記リブ延長部ＧＲ－ａの
ガイド面Ｓ２に一旦当接させ、テープ位置の高さを調節することで、幅方向の傾斜はなく
なる。
　転写テープＴは、ケース表裏面と平行な状態を維持したまま押圧転写部５２に達し、そ
こで転写される塗膜と基材テープＴ’とに分かれる。基材テープＴ’は、リブ延長部ＧＲ
－ａのガイド面Ｓ２とは反対の面と、ケース内面との間の隙間を通って、第２のガイドピ
ンＧＰ’を経由して、巻取りコアに巻取られる。
【００２５】
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　また別の実施形態としては、転写テープＴの上下両方に設けたガイドリブで、転写テー
プＴを挟むようにしてもよい。その場合は、前記特許文献２のテープ保持手段の課題とし
て挙げた、塗膜の傷や剥離の問題を克服するために、少なくとも転写テープＴの塗膜が塗
布された側と接触するガイドリブについては、柔らかい材質で構成するか、又は、回転ロ
ーラ形状にする等の工夫をする必要がある。　
【００２６】
　なお、全ての実施形態において、ガイドリブＧＲは、テープとの当接部分に、必ずしも
平面を形成する必要はなく、テープの幅方向両端の位置を調節し、ケース表裏面と平行に
する効果を奏するものであれば、頂部の横断面が三角形や半円のような、薄板形状のもの
でもよい。
　また、ガイドリブＧＲの転写テープ幅方向の形状も、必ずしもケース表裏面と平行であ
る必要はない。つまり、本発明の目的である、転写テープの幅方向両端面位置の調節が可
能でありさえすれば、転写テープ幅方向に傾斜した形状や、湾曲した形状のものでもよい
。さらには、テープの幅方向端面位置の低い側のみに当接して持上げる、転写テープの全
幅に渡らない形状のものでもよい。
【００２７】
　以上のように、本発明によれば、繰出しコアから押圧転写部の間に、ガイドリブを設け
るという簡便な構造により、転写テープを一旦ガイドリブに当接させて、捻転から転写の
過程で生じる転写テープの幅方向両端面の位置の差を調節し、ケースの表裏面と平行にす
ることで、転写テープが転写ヘッドから外れてしまうことを効率的に防止できる。その結
果、転写テープをスムーズに捻転・走行させることができ、転写における操作性が向上す
る。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１実施形態の、転写ヘッド部の斜視図。
【図２】（ａ）は、図１のＸ点から見た、ガイド部と転写テープの傾きを示す状態図。（
ｂ）は、従来技術における同様の状態図。
【図３】本発明の第２実施形態の、ケースを省略した状態の概略斜視図。
【図４】従来の横引きタイプの塗膜転写具の一部を破断した上面図。
【図５】（ａ）は、従来の横引きタイプの塗膜転写具において、転写ヘッド部での転写テ
ープの状態を示す、ケースを一部破断した状態の斜視図、（ｂ）乃至（ｄ）は、それぞれ
、ピンタイプ、Ｌ字状タイプ、スリーブタイプのテープ保持手段を示す、転写ヘッド部の
部分斜視図。
【符号の説明】
【００２９】
５０：　転写ヘッド　　５２：　押圧転写部　　Ｔ：　　転写テープ
Ｔ’：　基材テープ　　ＧＲ：　ガイドリブ
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